
計画を着実に推進し、進行管理を行っていくためには、実施計画に示した施策の実施状況について政策評価を行い、そ

の評価に基づき政策運営の改善を図る「政策のマネジメント・サイクル」を確立し、効率的･効果的な政策運営を行うこと

が必要です。 

「政策のマネジメント・サイクル」では、限られた予算・資源を有効に活用し、県民に、より信頼される行政を展開するため、

証拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ＝Evidence Based Policy Making）の考え方を取り入れるとともに、数値目標の達成

状況だけでなく、事業の取組み状況や様々な統計データなども活用し、総合的に評価します。また、SDGsを座標軸とし

た検証を行います。

1 計画の進行管理

DO

実施

第3期実施計画に示した

施策・事業を実施

ACTION

改善

政策評価の結果を踏まえ、

政策レビューを実施し、

次年度の政策運営の

改善の方向性を議論

CHECK

評価

事業実施状況や数値目標の

達成状況などにより、

政策評価を実施。結果を

公表するとともに、県民など

からの意見を募集

PLAN

計画

政策レビューの結果を踏まえ、

計画に位置付く施策・事業を

予算を含めて調整し、

翌年度の政策運営に反映

かながわグランドデザイン 第3期実施計画 

毎年度のサイクル

４年目
［政策全般の点検］

社会環境の変化を検証したうえで、実施計画に示した政策全般について点検を行い、

新たな課題の抽出や政策改善の方向性の整理を行い、次の計画策定に生かす 
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